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都庁職衛生局支部

５・１７

再生紙を使用しています

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
医
療
を
必
要
と
す
る
障
が
い
児
・
者
の
現
状
と
課
題
」

５
月
17
日
「
医
療
を
必
要
と

す
る
障
が
い
児
・
者
の
現
状
と

課
題
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
城
南
分

園
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

反
対
の
闘
い
の
中
で
交
流
の
で

き
た
団
体
、
個
人
が
実
行
委
員

会
を
つ
く
り
実
施
し
ま
し
た
。

衛
生
局
支
部
も
実
行
委
員
会
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
団

体
（
施
設
関
係
、
家
族
会
関
係

等
）
か
ら
85
名
の
参
加
が
あ
り

会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。実

行
委
員
会
か
ら
の
基
調
報

告
の
あ
と
、
８
名
の
パ
ネ
ラ
ー

か
ら
現
場
の
報
告
を
聞
き
ま
し

た
。
障
害
児
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
に
そ
っ
て
、
清
瀬
小
児
病

院
看
護
相
談
室
の
森
越
さ
ん
、

北
療
城
北
分
園
通
園
の
内
山
さ

ん
、
特
別
支
援
学
校
（
養
護
学

校
）
の
斉
藤
さ
ん
、
北
療
通
所

の
笠
井
さ
ん
、
民
間
入
所
施
設

か
ら
は
、
み
ど
り
愛
育
園
の
角

田
さ
ん
、
国
立
入
所
施
設
か
ら

は
、
国
立
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー

病
院
の
鈴
木
さ
ん
、
都
立
入
所

施
設
か
ら
は
、
府
中
療
育
セ
ン

タ
ー
の
飯
島
さ
ん
、
在
宅
保
護

者
か
ら
は
、
府
中
療
育
セ
ン
タ

ー
家
族
会
の
井
上
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
報
告
や
問
題
提

起
を
さ
れ
ま
し
た
。

各
分
野
で
の
問
題
点
で
共
通

す
る
の
は

①
利
用
児
者
が
重
症
化
し
て

い
る

②
医
師
・
看
護
師
・
職
員
の

不
足
が
著
し
い
。

③
在
宅
支
援
の
施
設
が
圧
倒

的
に
不
足
し
て
い
る
。

な
ど
で
し
た
。
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
井
上
さ
ん
か
ら
の
在

宅
家
族
の
実
態
の
報
告
で
、
18

年
半
在
宅
で
娘
さ
ん
を
介
護
さ

れ
、
奥
さ
ん
も
難
病
に
倒
れ
た

経
験
を
切
々
と
話
さ
れ
、
地
域

で
面
倒
を
み
る
と
い
っ
て
も
、

結
局
は
家
族
に
大
き
な
負
担
が

か
か
っ
て
い
る
現
実
、
し
か
も
、

自
分
が
在
宅
の
時
よ
り
、
さ
ら

に
厳
し
い
実
態
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。「
在

宅
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
」
と
い

う
岩
城
節
子
さ
ん
（
重
症
心
身

障
害
児（
者
）を
守
る
会
）
の
声

を
紹
介
し
な
が
ら
、
施
設
職
員

と
家
族
が
手
を
携
え
て
国
や
都

を
動
か
す
こ
と
を
や
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
ー
か
ら
「
全
国
遷
延

性
（
せ
ん
え
ん
せ
い
）
意
識
障

害
者
・
家
族
の
会
」
会
長
の
和

田
さ
ん
が
患
者
・
家
族
の
想
い

を
理
解
し
て
ほ
し
い
、
と
訴
え

ま
し
た
。

時
間
が
な
く
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
ま
で
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
課
題
を
明
確
に
し
、
次

の
行
動
に
つ
な
が
る
意
義
あ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

2008年度執行 都庁職衛生局支部
執行委員補充選挙の結果について

標記選挙を６月２日に告示し、６日午後

５時締め切りました。この間の立候補者は

下記のとおりです。なお、立候補者は、無

投票当選となりました。

記

１、「2008年度執行 都庁職衛生局支部執行委員

補充選挙立候補者の氏名及び所属」

（立候補受付順）

氏 名 所属分会

１）葦川 充信 動物愛護相談センター 分会

２）大泉 幸二 北療育医療センター 分会

衛
生
局
支
部

第
１
回
支
部
委
員
会

保
健
所
支
部
と
の
合
流
に
よ
る
補
正
予
算
を
承
認

５
月
27
日
（
火
）、
第
１
回

支
部
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。小

野
塚
支
部
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
経
過
報
告
、
補
正
予
算

の
提
案
、
支
部
役
員
補
充
選
挙

の
告
示
が
提
起
さ
れ
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

質
疑
・
討
論
で
は
６
分
会
の

支
部
委
員
か
ら
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
各
支
部
委
員
か
ら
の
発

言
（
要
旨
）
を
紹
介
し
ま
す
。

清
瀬
小
児
病
院
分
会

７
月
か
ら
三
次
救
急
が
は
じ

ま
る
が
、
外
来
・
病
棟
と
も
受

け
入
れ
体
制
が
で
き
て
い
な

い
。
７
月
以
降
の
看
護
師
の
採

用
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

府
中
療
育
セ
ン
タ
ー
分
会

年
度
当
初
か
ら
欠
員
の
た

め
、
入
所
制
限
を
し
て
４
月
を

な
ん
と
か
乗
り
切
っ
た
が
そ
れ

で
も
稼
働
率
は
１
０
０
％
を
こ

え
た
。
さ
ら
に
5
月
に
は
産
休

・
病
欠
・
退
職
が
あ
り
限
界
。

７
月
に
は
是
非
採
用
に
よ
り
欠

員
を
補
充
し
て
ほ
し
い
。

事
務
所
も
夜
中
ま
で
の
残
業

が
続
い
て
い
る
。
仕
事
量
に
対

す
る
定
数
の
評
価
を
す
べ
き

だ
。

多
摩
立
川
保
健
所
分
会

保
健
所
が
統
廃
合
さ
れ
広
域

化
し
て
い
る
た
め
、
車
で
の
移

動
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
庁
有
車
が
非
常
に
老
朽

化
し
て
お
り
早
急
に
更
新
を
。

ま
た
、
代
行
運
転
は
公
務
で
あ

り
な
が
ら
ト
ラ
ブ
ル
等
が
あ
れ

ば
個
人
責
任
に
な
っ
て
し
ま

う
。
代
行
運
転
は
ゼ
ロ
に
す
べ

き
だ
。
苦
情
対
応
等
で
土
日
に

業
務
を
お
こ
な
っ
て
も
何
の
保

障
も
な
く
、
管
理
職
の
理
解
も

な
い
の
は
問
題
。

府
中
病
院
分
会

分
会
と
し
て
医
師
の
長
時
間

労
働
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。
１
ヶ
月
45
時
間
以

上
の
超
勤
が
86
％
、
１
０
０
時

間
以
上
が
20
％
。
休
み
明
け
に

疲
れ
が
と
れ
な
い
が
80
％
、
や

め
た
い
44
％
等
の
結
果
が
で

た
。
要
求
に
つ
な
げ
た
い
。

北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
分
会

重
心
通
所
が
開
始
さ
れ
た
。

都
内
の
15
ヶ
所
の
通
所
施
設
の

う
ち
直
営
は
４
ヶ
所
。
対
象
者

が
重
症
化
し
ス
タ
ッ
フ
が
足
り

な
い
状
態
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
削

る
し
か
な
い
状
況
で
あ
る
。
入

所
施
設
の
新
規
開
設
の
計
画
が

な
い
な
か
、
在
宅
の
生
活
が
非

常
に
大
変
に
な
っ
て
い
る
。

神
経
病
院
分
会

院
か
ら
看
護
長
の
ロ
ン
グ
日

勤
提
案
が
あ
り
、
分
会
と
し
て

調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

介
護
・
保
育
等
の
要
件
で
自

動
車
通
勤
を
今
ま
で
認
め
ら
れ

て
い
た
組
合
員
が
、
突
然
４
月

か
ら
認
め
な
い
と
院
か
ら
通
告

さ
れ
た
。
退
職
し
ろ
と
言
わ
れ

た
の
と
同
じ
だ
。

討
論
に
よ
り
、
定
数
削
減
や

欠
員
等
に
よ
る
過
重
労
働
の
実

態
や
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
管
理
職

か
ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
や
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
に
よ
る
問
題
、
都
立
施
設

・
保
健
・
医
療
行
政
の
あ
り
方

に
関
す
る
問
題
等
、
職
場
の
実

態
と
運
動
の
課
題
が
明
ら
か
と

な
り
ま
し
た
。

最
後
に
合
流
後
の
新
役
員
体

制
を
確
認
し
閉
会
し
ま
し
た
。



えいせい 第４２４号

（予定）

7/4
(金)

7/5
(土)

7/6
(日)

劇映画「純愛物語」(133分) お話 ／
江原真二郎
中原ひとみ

ドキュメント「世界は恐怖する」(79分)

ドキュメント「原発導入のシナリオ

冷戦下の対日原子力戦略」(45分)

お話 ／「原発導入のシナリオ」を制作して東野真さん

「原爆症認定集団訴訟で明らかになったこと」
～残留放射線と心の被害～ 弁護団／証言者／原告代表

劇映画「第五福竜丸」(110分)

講演 大石又七さん(元 第五福竜丸乗組員)

アニメ「トビウオのぼうやはびょうきです」(19分)

劇映画「千羽鶴」(67分) お話／被爆者

アニメ「はとよ ひろしまの空を」(21分)

劇映画「夕凪の街 桜の国」(118分)

お話 ／ 佐々部清監督(交渉中)・日本被団協

１

２

３

４

５

18時15分～
明治大学リバティホール

13時～
全電通会館ホール

16時～17時45分
全電通会館ホール

18時30分～
全電通会館ホール

10時～
明治大学リバティホール

13時30分～
明治大学リバティホール

特別イベント
入場無料

再生紙を使用しています

育児短時間勤務制度に関する要求書

２００８年５月２１日

１ この制度を全職員に周知徹底すること。特に制度の対象者、現在産休・育休中

の職員には丁寧な説明を行うこと。

その上で、対象者全員に申請の有無等の意向調査を実施すること。

２ 申請があった場合は、あらゆる手だてを講じて取得出来るようにすることが承

認者の責任であることを周知徹底し、安易に申請を受け付けない・承認しない等

の事態が生じないよう局・本部として指導する事。

３ 申請は１ヶ月前までとなっているが、初年度は制度内容の周知が不十分な場合

や、計画的な申請が難しい状況も考えられるため、柔軟に対応すること。

４ 勤務形態について

本人申請を尊重し承認すること。

希望する勤務形態では業務運営上困難が生じると考えられる場合でも、取得

できるようあらゆる手だてを講じ承認すること。

必要に応じて、取得可能な勤務形態を設定するなど、支部・分会と協議する

こと。

５ 育児短時間勤務を取得するためには、人的措置が必要である。

必要な人員について来年度要求に反映させ、定数あるいは実員を確保すること。

今年度についても、取得した場合に業務運営上支障が無いよう、賃金対応も含

め人的措置を講ずること。

６ 今後も問題が生じた時には、その都度支部・分会と協議すること。

被爆者の声をうけつぐ －映画祭２００８－

鑑賞料金：前売り 大人１０００円(３回プログラム券２７００)／学生・こども８００円
当 日 大人１２００円／学生・こども１０００円

主催：明治大学軍縮平和研究所 被爆者の声をうけつぐ映画実行委員会

協賛：被爆者の声をうけつぐプロジェクト／日本原水爆被害者団体協議会

ＨＰ：hikakueiga.exblog.jp/

誰
も
が
気
兼
ね
な
く
使
え
る
制
度
に
す
る
た
め
に

育
児
短
時
間
勤
務
制
度
に
関
す
る
要
求
書
を
提
出

育
児
短
時
間
勤
務
制
度
が
７

月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
職
員
へ
の
周
知
も
不

十
分
で
あ
り
、
人
的
措
置
も
ほ

と
ん
ど
無
い
の
が
実
態
で
す
。

支
部
は
福
祉
保
健
局
と
病
院
経

営
本
部
に
対
し
、
申
請
す
れ
ば

誰
で
も
取
得
で
き
る
制
度
に
す

る
た
め
に
要
求
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

既
に
管
理
職
の
無
理
解
か
ら

「
こ
の
制
度
を
申
請
し
よ
う
と

思
っ
た
が
管
理
職
か
ら
無
理
と

言
わ
れ
て
申
請
を
断
念
し
た
」

な
ど
の
事
態
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
を
使
う
職
員
は

も
ち
ろ
ん
、
職
場
に
と
っ
て
も

有
効
な
制
度
に
す
る
た
め
に
は

条
件
整
備
が
不
可
欠
で
す
。

支部補助：１回プログラムにつき５００円

－半券を支部までお届けください－


